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1. [bookmark: _Toc422413553]パネルデータ構築
厚生労働省「21世紀成年者縦断調査」（第1回～第11回）は、提供された段階では、固定長形式のTXT方式のデータとなっている。そのうち、第1回調査のデータは「女性票」、「男性票」、「配偶者女性票」、「配偶者男性票」という4つのファイルに分けられているが、第2回～第11回調査のデータは1つのファイルにまとめられている。以下では、このファイル形式にもとづき、パネルデータ構築方法について説明する。
厚生労働省「21世紀成年者縦断調査」（第1回～第11回）のデータ構築プログラムは、統計ソフトStata用に作成している。パネルデータの構築には、以下の手順を踏む。
※プログラムはStata13以下のコーディングに対応するように作成している。なお、Stata14を利用する場合は、unicode_for_Stata14を先に実行する。
実行しない場合もデータのパネル化はできるが、ラベルが文字化けする等の問題が発生する。

1.1 [bookmark: _Toc422413554] パネルデータ構築の手順
❒準備
1)「LSA21」とあるファイル一式をCドライブに置く（Cドライブ以外のドライブに置きたい場合は、Stata作業フォルダの指定に関するdo fileの修正が必要）。
2) 「21世紀成年者縦断調査」の元データ一式を「data」フォルダに置く。
❒データの読み込み
「step1_compile_LSA21.do」を実行する。
「step1_compile_LSA21.do」のファイルは、データを変数ごとに区切るのに使用するdicファイル「wave?.dic」とラベリングに使用する「wave?_label.do」を起動するためのものである（?には調査回数が入る。以下同様）。
❒有配偶サンプルのペアリングと各年データの結合
「step2_append_LSA21.do」を実行する[footnoteRef:2]。 [2:  「step1_compile_LSA21.do」を実行するにあたって、パソコンやStataのバージョンによってdicファイルの認識ができない可能性がある。その場合は、各dicファイルをStataのdo file editorにコピーし、コピー元のファイル名と同じ名前で保存し直せば解決できる。] 

「step2_append_LSA21.do」のファイルは、データをmerge[footnoteRef:3]、appendをするために使用する。 [3:  mergeに必要なファイルには、「merge_wave?.do」というファイル名を付している。「merge_wave?.do」のファイル内には、データを統合するのに必要な「rename?_female.do」および「rename?_male.do」が起動されるようになっている。] 

❒パネルデータ完成

[bookmark: _Toc422413555]1.2　パネルデータ構築に使用するdicファイル、doファイル、対応表の説明
1） 厚生労働省「21世紀成年者縦断調査」（第1回～第11回）の提供物の一つである「定義書」にしたがって、項目番号を変数番号にし、番号の前にvを付けて変数名とした。
2） 各変数がTXTデータのファイル上の位置を認識させるdicファイル「wave?.dic」を作成した[footnoteRef:4]。 [4:  第1回調査のみ、4つのファイルが提供されていることから、「wave1female.dic」、「wave1female_sp.dic」、「wave1male.dic」、「wave1male_sp.dic」の4つのdicファイルを作成している。] 

3） 各年調査「定義書」を参照し、「定義書」内の「項目名」をラベリングする「wave?_label.do」を作成した[footnoteRef:5]。 [5:  第1回調査のみ、4つのファイルが提供されていることから、「wave1female_label.do」、「wave1female_sp_label.do」、「wave1male_label.do」、「wave1male_sp_label.do」の4つのdoファイルを作成している。] 

4） 各年調査の変数項目を統一した変数番号にするために、対応表「LSA21_varlist.xlsx」を作成した。「LSA21_varlist.xlsx」では、第1回調査は、「女性票」、「男性票」、「配偶者女性票」、「配偶者男性票」という4つに、第2回調査からは、「女性」、「男性」という2つに分けている[footnoteRef:6]。 [6:  第1回調査は最初から4つのデータ・セットになっている。第2回調査からは、データ・セットは1つしかないが、同じ変数項目でも男女で異なる番号になっている変数が存在するため、定義書に基づき、男女別の分け方をした。] 

5） 各年調査の変数項目をデータ上統一した変数番号にするために、「rename?_female.do」および「rename?_male.do」を作成した。「rename?_female.do」、「rename?_male.do」は、対応表「LSA21_varlist.xlsx」をもとに作成した。変数名に関しては、対応表の変数番号に応じ、男性の調査対象者と男性の配偶者はm、女性の調査対象者と女性の配偶者はfから変数名が始まっている[footnoteRef:7]。 [7:  作成された変数の中には、データが空のケースも含まれている。これは、変数作成に用いた「定義書」において、桁数が0で、データが空にも関わらず項目番号が振られているケースがあるためである。] 


[bookmark: _Toc422413556]1.3　パネルデータ構築に使用する新規変数の概要
1） 各調査対象者には「id」、配偶者には「id_c」、世帯には「id2」というID番号を作成している[footnoteRef:8]。「id」と「id_c」は、地区番号、単位区番号、世帯番号、該当者番号の4つを用いて作成した。「id2」は、地区番号、単位区番号、世帯番号の3つを用いて作成した。「id2」は調査対象者とその配偶者のデータペアリング（merge）に利用した。 [8:  「21世紀成年者縦断調査」では、個人一連番号（パネルデータ化した後の変数名はf/m389。以下、f/mの付く変数名はすべてパネルデータ化した後の変数名であることを示す）、世帯一連番号（f/m390）という番号も存在するが、この2つの番号は調査年によって、異なるサンプルを意味しており、同一個人と世帯を認識するものにはならない。] 

2） 調査対象者の性別の識別には、「d_female」（調査対象者が女性であれば1、その他であれば0のダミー変数）を作成している。
3） 調査対象者の配偶者の性別の識別には、「d_female_sp」（調査対象者の配偶者でかつ女性であれば1、その他であれば0のダミー変数）を作成している。
4） 調査年の識別には、「year」という変数を作成している。
5） 調査回数の識別には「wave」という変数を作成している。
6） 調査対象者と配偶者のペアリングの結果について、「group」という変数を作成した。「group」の値に関しては、「0＝配偶者票のみが存在している」、「1＝女性票と配偶者男性票とのペアリングができた」、「2＝男性票と配偶者女性票のペアリングができた」ことを表している。

[bookmark: _Toc422413557]1.4　データ構築に関する各種処理
1）第2回調査～第11回調査を、「調査票種別」[footnoteRef:9]という変数に基づき、第1回調査のデータ・セットと同じように「女性票」、「男性票」、「配偶者女性票」、「配偶者男性票」の4つに分けた。 [9:  基本的に、f11（調査票種別）には、1女性、3配偶者女性、m12（調査票種別）には、2男性、4配偶者男性の情報が入っているが、第2回調査だけ、f11には、2と4も入っている。このため、男性票と配偶者男性票のデータ・セットの作成に他の調査年と異なる処理を行った。詳しくは「merge_wave2.do」を参照されたい。] 

2）第1回調査は「配偶者番号」を利用し作成した「id_c」、第2回調査～第11回調査は「id」に基づき調査対象者と配偶者のペアリングを行った。「21世紀成年者縦断調査」の第2回～第11回調査には、夫婦かどうかの変数情報はないが、データが同じ行に入っている場合、夫婦ということになる。女性該当者番号「id_f」と男性該当者番号「id_m」（対応表「LSA21_varist xlsx」を参照）[footnoteRef:10]の両方にデータが入っており、さらに、地区番号、単位区番号、世帯番号と「id_f」、「id_m」のすべてが同じ値になっている対象者票（女性票／男性票）と配偶者票（配偶者男性票／配偶者女性票）は夫婦であることを意味する。 [10:  第2回調査のf11（調査票種別）に入っている2男性、4配偶者男性のデータにおいては、「id_f」と「id_m」は逆のことを意味している。これについては、「merge_wave2.do」で修正を行っている。] 


2. [bookmark: _Toc422413558]21世紀成年者縦断調査の公表結果と構築したデータのサンプルサイズの比較
以上で述べた構築手順にのっとって構築したデータ・セットのサンプルサイズおよび調査対象者と配偶者の結合状況を確認する[footnoteRef:11]。表1では、構築したデータ・セットのサンプルサイズを掲載している。また、表2では、調査対象者と配偶者の結合状況を示している。 [11:  各回のデータは、随時、厚生労働省によって、調査票の届出遅れの処理、調査対象者からの訂正などによるデータの修正が行われている。このため、厚生労働省が過去に公表した調査の概要と異なるケースもあることに留意してほしい。] 


[bookmark: _Toc422413559]表1 　構築したデータ・セットのサンプルサイズ
[image: ]
　　　　　出所：厚生労働省「21世紀成年者縦断調査」（平成14年成年者）

[bookmark: _Toc422413560]表2  調査対象者と配偶者の結合状況
[image: ]
　　　　出所：厚生労働省「21世紀成年者縦断調査」（平成14年成年者）
3. [bookmark: _Toc422413561]「21世紀成年者縦断調査」利用の際の注意点
[bookmark: _Toc422413562]3.1  注意点
1）年齢と子どもの数について、調査票から得られる情報以外に、合成変数の情報も提供されている。詳しくは、対応表「LSA21_varlist.xlsx」を参照されたい。
2）対応表「LSA21_varlist.xlsx」は、厚労省から提供された定義書に基づいて作成したが、調査年によって、データが入っている変数が異なる場合がある。特に所得については、調査票で質問項目が変更されていることから、利用の際には調査票をよく確認してもらいたい。
　※所得に関する質問項目の変更について、第1回調査と第2回調査では、回答者の所得について質問しており、第3回調査以降では、有配偶者の場合、妻に所得関連の項目をまとめて質問しているという違いがある。
3）対応表「LSA21_varlist.xlsx」には、データが入っていない変数がある。この理由は、定義書に項目番号が振られているものの、桁数、または、バイト数が0と表示されたものが存在するからである。これらの変数のうち確認できたものは削除したが、未確認のものは削除していない。

[bookmark: _Toc422413563]3.2　主な質問項目・回答項目の変更箇所一覧[footnoteRef:12] [12:  ここではすべての変更箇所をまとめたわけではないので、データを利用する際に、対応表「LSA21_varlist.xlsx」と調査票を合わせて参照の上、データを確認することを勧める。] 

1） 「利用している保育サービス等（複数回答）」、「平日の日中に世話をしている者（複数回答）」についての質問は、第5回調査までは第1子から第7子までの各子どもについて質問されていたが、第6回調査からは全子どもについて質問されるように変更されている。
2） 「転居・増改築の有無」、「転居の有無」の質問について、第6回調査からは「なお、転居には、住所変更を伴わない一時的な滞在（出産などのために実家に帰るなど）は含みません。」が追加された。
3） 「所得」の質問について、第5回調査までは「働いて得た所得」と「その他の所得」の二つの所得を答える形式になっているが、第6回調査からは「働いて得た所得」と「その他の所得」の合計を答える形式になっている。
4） 「出産後就業継続意欲」（男性においては妻の出産後就業継続意欲（妻の出産後就業継続意欲は第9回調査から調査が開始されている））の質問については、第7回調査から調査が開始されているが、第9回調査から女性おいては「4 今後の出産は考えていない」、男性においては「4 わからない」、「5 今後の配偶者の出産は考えていない」という回答項目が追加されている。なお、第7回調査と第8回調査では女性のみに「出産後就業継続意欲」の質問が設けられているが、男性には女性の「出産後就業継続意欲」の回答を割り振っている。
5） 「仕事と子育ての両立のための制度の利用状況」の質問について、第7回調査まで「△ この1年間に小学校入学前の子どもなし、現在会社に勤めていない」であったが、第8回調査から「△ 現在3歳未満の子どもなし、この1年間に会社に勤めていない」に変更されている。
6） 「学歴」に関して、第1回調査、第2回調査、そして第3回調査以降で、質問の形式が異なっている。詳細は、「調査票」や「定義書」、対応表「LSA21_varist.xlsx」を参照。
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男性票 女性票 合計

配偶者票

（男性用）

配偶者票

（女性用）

合計

第１回

13743 14150 27893 1427 246 1673

第２回

11910 12483 24393 1631 484 2115

第３回

10476 11081 21557 1801 643 2444

第４回

9509 10207 19716 2027 865 2892

第５回

8582 9410 17992 2128 976 3104

第６回

7823 8625 16448 2217 1107 3324

第７回

7207 8109 15316 2326 1201 3527

第８回

6894 7774 14668 2413 1305 3718

第９回

5852 7020 12872 2621 1477 4098

第10回 5497 6565 12062 2531 1473 4004

第11回 4908 5998 10906 2369 1396 3765

配偶者

調査

調査対象者
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調査

配偶者票

（男性用）

配偶者票

（女性用）

配偶者票

（男性用）

配偶者票

（女性用）

配偶者票

（男性用）

配偶者票

（女性用）

第１回 1427 246 1,417 242 10 4

第２回 1631 484 1,610 469 21 15

第３回 1801 643 1,772 630 29 13

第４回 2027 865 2,007 852 20 13

第５回 2128 976 2,098 960 30 16

第６回 2217 1107 2,199 1,100 18 7

第７回 2326 1201 2,318 1,194 8 7

第８回 2413 1305 2,396 1,298 17 7

第９回 2621 1477 2,600 1,452 21 25

第10回 2531 1473 2,496 1,452 35 21

第11回 2369 1396 2,342 1,373 27 23

合計

23491 11173 23,255 11,022 236 151

結合成功 配偶者票サンプル数 配偶者票のみ


